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■　床の硬さ測定装置（ヘッドモデル )
この装置は、人間の頭部をモデル化
したもので、実際の頭部と近似させ
ており、質量 3.85kg のへッドモデ
ルを 20cm の高さから自由落下さ
せ、床に衝突したときの加速度を測
定する装置 ( 図 -4) により、転倒し
た際の頭、膝、肘、腰などを打ちつ
ける衝突時の衝撃を緩衝して、傷害
の程度を小さくする性能を求めま
す。
測定点は、図 -1 の中央 ABCD 各点

■　鉛直載荷重試験
測定点 ABC 各点に荷重板（300mm の角板）をセットし、
オイルジャッキにより 1t・2t・3t・4t と荷重をかけて
いき、5t まで鉛直載荷した後の最大たわみ量を測定し
ます。次に除荷後 15 分放置し、残留たわみ量を測定し
ます。JIS 規格値満足する数値でなくてはなりません。
測定点は、図 -1 左側の載荷中央（A' 点）、大引中央（B' 点）
支持脚近傍（C' 点）

■　H 市体育館試験体集中荷重試験結果

■　緩衝性値 (U ) について
JIS A 6519 の規格値は 15 ～ 40 です。

学校体育館床の安全性に関するアンケ
ート調査結果から運動動作時の床の硬
さに関する使用感と物理量の関係・障
害経験と物理量の関係から 20 ～ 30 の
床が良いとされています。今回の H 市
総合体育館の床の場合は、熟達者ある
いはプロの競技者が競技する場合もあ
り、使用感上の緩衝作用の物理量の最
適値は、18 前後が最適値で、大変バ
ラツキの少ない満足される数値です。

■　H 市体育館床のかたさ試験結果

図 -5 運動動作時の床の硬さに関する使用感と物理量の関係 図 -6 運動動作時の傷害事故の発生率と物理量の関係
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